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は じ め に

 メソ ・アメ リカの社会,特 にインディオ社会や農村には,種 々の祭 りがみられる。

それ らは一様にフィエスタと呼ばれているが,次 のように大別できる。役職交替の祭

り,守 護聖人(も しくは主要聖人)の 祭 り,そ の他の聖人の祭 り,カ トリックの主要

な祭 り(四 旬節,復 活祭,万 霊祭,降 誕祭),シ ンクレティズムに起源をもつ祭り,

宣教師の主催する新しい祭 り,国 民祝祭,と いったものがあげられる。このうち,本

稿では特に,守 護聖人(も しくは,主 要聖人)の 祭 りをとりあげて,こ の祭 りにみ ら

れる数々の芸能の要素の ドラマ化,要 素の起源 と機能,機 能の変化,文 化領域や地域

差にともなってみられる変異を考察 してみたい。

 本稿の試みの必要性を感じたのは,私 が調査した ミへの村の守護聖人の祭 りについ

ての資料をまとめている時であった。 トラウィとアユ トラという二つの村の祭 りをみ

るに,芸 能の要素は同じであっても,そ の機能に大きな差のあることがわかった。基

本的には同じタイプの守護聖人の祭 りが二つの村では機能上別な形で存在 していた。

この機能の差,ま た芸能の要素にみられる若干の変化を考察することは二つの村のこ

うむっている社会変化や文化変化の一面にふれるよい機会であった。同時に,守 護聖

人の祭りにみられる芸能の要素の検討をミへ以外のメソ・アメリカの例にも試みて,

比較の視点を養うことが必要であった。以下はこの試みを報告 したものである。

 第1部 は,伝 統的 ミへの村,ト ラウィにおける守護聖人の祭 りの進行状況の叙述と
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その芸能の要素の論評 にあて られてい る。第2部 は,変 容 した ミへの村,ア ユ トラの

祭 りの記述,分 析にあて られて いる。 ここで は,ト ラウィと同 じ芸能 の要素がいかに

世俗化 した形で機能 しているか とい う事実に記述 の焦点 がおかれている。第3部 は,

グ ァテマラ,チ ァパ ス,オ アバ カ,ユ カ タン半島,中 央 メキシコ,ミ チ ョァカ ン,メ

キ シコ北部 とい ったメソ ・アメ リカの地 域性を代表す る村や町(主 として インデ ィオ

社会)で 守護聖人がどのよ うに祭 られてい るかを文献 に もとづ き概観 した ものであ る。

 第3部 はあ くまで も素描 であり,比 較の視点をえるた めの覚 書である。 なお,守 護

聖人の祭 りを扱 うかぎ りは,そ の経済的 ・組織 的側面 を無視 ケるわけにはいかない。

これ らの側面は行 政 ・宗教組織 と深 くかかわ って くる問題であ り,祭 りの実行を左右

す る ものであ る。 このテーマ について は別稿 にて扱 うはずであ る。なお,守 護聖人,

も しくは主要聖人の祭 り,と 特記 したの は,後 の論述 に もあき らかになるよ うに,い

わゆる守護聖 人の祭 りが主要聖人の祭 りによ って替 えられ る事例 も多いか らで ある。

 ミへ の祭 りの観察に際 して は,数 え きれないほど多 くの人 々にお世話 になった。特

に,Monse�r Braulio S疣chez, P. Leopoldo Ballesterosの 両 氏 には色 々と便宜 を

はか っていただいた。 また,本 研 究ノー トを作成 す るにあた って,Pro£Arturo

Warmanの 著 作 に刺激をえ ることが大 きか ったことを記 して,謝 意 を表 したい。 伊

藤幹治教授に は原 稿をみていただ き,諸 々修正すべ き部分を御指摘 いただいた。深 く

感謝 いた します。

1.伝 統 的な守護聖人の祭 り

一 ミへの村 ,ト ラウ ィの例一

 トラウィに は三つの主要 な祭 りが ある。 復活祭 か ら40日 目に行なわれるSr. Asce-

nsi6nのi祭 り,8月15日 のSanta Mar僘 Asunci�の 祭 り,と12月12日 のGuadalupe

の祭 りで ある。 トラウィの守護聖人 はSanta Mar僘 Asunci�な ので, Asunci6n

の祭 りが一番大 きな祭 りになるはずなので あるが,実 際にはGuadalupe祭 が 最 も華

やかに とり行なわれる。その理 由は次の ように説明できる。 カ トリックの守護聖人 は

宣教 師により各村に与え られ た もので あって,か な らず しも自然環境 を考 慮 して選 ば

れていない。たまたま,村 人 にとって祭 りの実行が困難 な季節 に守護 聖人の祭 日があ

る と,祭 りの規模 は小さ くな り,村 最大の祭 りとな りえない場合が多い。 トラウ ィの

例 がよい例で ある。Ascensi6nとAsunci�の 祭 日は雨期 にあた り,人 々の トウモ ロ

コシの貯 えも底をついている。0方,12月 は収穫の時期 にあた り,ど この家族で も ト

ウモ ロコシが あ り,祭 りを楽 しむ よゆうが あるので,Guadalupe祭 が村一番 の大祭

となる傾 向が ある。          、

 これ らの祭 りを始ま りか ら終 りまで綿密 に観察するのは予想外 にむつか しい。 時 と
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して,祭 りの進行は筋書き通りにいかず,或 る部分が抜けた りゴ例年 とは異なった時

点で行われたりするか らである。また,同0時 点に複数の行事が異なった場所で行わ

れることもあるので,人 類学者がひとりで,ど の行事をも眼にしようとしても,む つ

か しいことがある。 しかし,上 記の主要三聖人の祭りの要素 と進行状況には一定の類

似性があるので,こ れらの祭 りを何回も観ることによって,祭 りの一般類型を抽出す

ることができる。以下にその概略を記 してみよう。

 1) ド ラ マ と して の 祭 り

 Novena(祭 りの当日よ り前の9日 間)

 Novenaが 近 づ くと,役 職 についてい る者 は祭 りの準備をは じめる。 ムニ シピオの

役人 は近隣…の村 に招待状 を送 って,楽 隊 とバスケ ッ ト・ボールのチームを勧誘す る。

さ らに,村 人 の何人かをcapit疣 de la bandaに 任 命 して,他 村か らくる楽隊 に食事

をまかな う役をあてが う。 また,Guadalupeの 祭 りには闘牛があ るので,ム ニシ ピ

オの役人 はtopilと 呼 ばれ る一番低 い役職 についてい る若者 をランチ ョにさ しむけて,

木 材 を探 させ,闘 牛の柵を作 らせ る。

 教 会 の役人 は教会附属のtopilを オ アバ カ市や アユ トラにお くって,ロ ー ソクを作

るためのろ う,支 那の紙 と呼ばれる薄 い色紙,そ の他,教 会 の装飾 に必要な品 々を買

い求 め させ る。

 学 校関係 の役人 は踊 りや娯楽番 組を生徒 に教 える。

 村 の家 々では,テ パ ッチ ェとい う飲物 が大 きな壺 に用 意され,祭 りのための食物の

準備 も徐 々に ととの って い く。祭 りの前の週 の土曜の市 には大勢がつ めか け,台 所の

品 々を ととのえて帰 ってい く。

 村 の楽士はcapilloと 呼 ばれる リーダーの家に集ま って,祭 りの曲の練習を してい

る。

 一 見,村 は静 ま りかえ ってみえ るが,ど こかで誰 もが仕事 に励 んで いる。

 Calenda(祭 りの前 々日)

 この日,教 会付のtopilは 支 那紙で教会に装飾 をほどこ し,竜 舌蘭 の茎 の白い部分

を組 み合わせ花の ように して教会 の扉 にはりつける。 これ は,ク チ ャー ラ ・テ ・マゲ

イ と呼ばれ,白 と緑の コン トラス トが美 しい。広場では闘牛用の柵 がで き上 っている。

topil達 は上司のmayorの 命 令 の もとに広場を はき清めている。

 陽 が落ちる前 に,他 村 の楽隊が到着す る。たいて いは,一 楽隊 しか こない。年 によ っ

ては祭 りの前 日まで どの楽隊 も着か ないこともあ る。大体 において,一 楽隊がcalenda

の タ 方に到着 し,他 の楽隊は祭 りの前 日にや って くる。招待 された楽隊が村 の入 口に

つ くと,楽 隊 の レセプ シ ョンが行 われ る。径 には レセプシ ョンのためにカ リソとい う

竹でつ くられたアーチが こしらえ られている。 この アーチのあるところまで トラウィ
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の村長 はcapit疣 de la banda, madrina de la misa(ミ サ を支払 う人)O sacrist疣

(教 会の儀式 の世話係),ト ラウィの楽隊 を従えて出むいてい く。 そこで,訪 問 して き

た他村の楽隊にあいさつす る。遠路は るばる訪問 して くれた ことをね ぎらうと,訪 問

してきた楽隊の長 も返礼 して,招 待を感謝 し,祭 りの成功をいのる。 そこで,ト ラウ

ィの楽隊 は一曲かなで る。す ると,到 着 した楽隊 も一曲かなで,そ の後,両 楽隊はマ

ーチを演奏 しなが ら教会 まで歩 いてい く
。

 両 楽隊 は教会の前でとまる。そ こでは,capit疣 de la bandaが 招 待されて きた楽

士 を待ち うけて いて,メ スカル酒三杯 とタバ コ三本 を与え る。 これが終 ると,マ ーチ

かダブル ・ステ ップの曲をひきなが ら楽士 は教会 に入 る。 教会内ではLetan僘と い

う植民地時代か ら伝わ っている旧い曲をひ き,楽 士 をひきいるcapilloは この 曲の後,

祈 りつづ ける。.そ れか ら,楽 士 とcapilloは 自分の村 か ら持 って きた ローソクに火を

ともして,供 え物 と して教会 に残 して い く。 これが終 る と,全 員教会 の外 に出て きて,

トラウィの楽隊 と共 に演奏 しは じめる。 しば らく演奏 した後,遠 路はるばるきた楽隊

はcapit疣 de la bandaの 家 につれて いかれ る。

 トラウィの楽隊 は訪問 して きた楽隊をcapit疣の 家に連れて いってか ら, marmo-

ta(竹 の 棒の上 に薄紙でつ くった ランプをつ けた ち ょうちん)とmono(竹 の枠 の上

に支那紙 をは って動物,飛 行機,巨 人の形に した もの)を 先頭に して,ト ラウ ィの楽隊

を饗 応するcapit疣の 家にむか う。時 によって は,楽 隊 のcapilloの 家 に行 くことも

ある。村人 の中で も男子だけが楽隊 につ いてい って,capit疣の 家の中庭でmarmota

とmonoを 手 に もって踊 る。 capit疣が ランチ ョに居住す る人であ る場合 は,広 場

の近 くに住む親族 にたのんで祭 りの時だけ家を貸 して くれ るようにす る。楽士 はテパ

ッチェとメスカル酒に気 をよ くして,演 奏 もはずむ。踊 りが一段落つ くと,楽 士には

テパ ッチェ,メ スカル,プ リポル豆の煮た もの,ト ル ティーヤが与え られる。その頃,

教会 の鐘 がつ かれ,ロ サ リオの始 ま りを人 々に告 げるが,大 勢教会に出向いてい った

気配 で もない。

 夜 の9時 か10時 頃,pasco de la calendaが は じまる。トラウィの楽隊 と到着 した楽

隊 は音楽 を奏 し,若 者 とtopilは 爆 竹(cohete)を 空 に うちあげ,子 供達はmarmota

の中 にmソ クをともしmonoと0緒 に してかつ ぎまわ る。 彼等 は一緒 になって村

をね り歩 き,教 会 の前 に戻 って くる。 そこで,二 楽隊 は元気 よ く演奏 し,人 々は0時

聞以 上 も踊 りま くる。それか ら再 び,同 じグル0プ が楽隊 と共 に村の中心部をね り歩

く。次の 日の朝方 まで音楽がかなで られて いる。 このpaseo de la calelldaは 祭 りの

予告をす るもの と解釈 されてい る。

V五spcra(祭 りの前 日)

早 朝か らフルー トと太鼓の音が聞 こえる。

午前中 に ミサが0つ あげ られて しま う。 午 後になると,madrina de la misaの 人
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びとが リボンや色彩華 やかな支那紙で飾 った ロー ソクを教会 に持 って くる。 フル ー ト

と太鼓 の奏者を先頭 に して,10人 以 上 のmadrinaか らなる行列 は教会へ とむか う。

彼等 のあとにつ く楽隊 がLetaniaを 奏 し, alcalde(行 政 ・宗教両組織の頂点 に立つ

人)が 行列の最後 につ いて いる。 この行列は ローソクを教会 に捧 げ るために くまれて

お り,こ れでmadrinaか ら祭 りのた めの ミサが要請 された,と 了解 されてい る。 し

ば らく時間がた ってか ら,同 じmadrina達 は フルー ト奏者,太 鼓打 ち,楽 隊 と共 に

再び教会 に戻 ってきて,Letaniaの 曲 にあわせて祈 りを ささげる。

 夕 方の7時 に晩 の祈 りと暁の勤行が同時に行 われ る。 同 じ頃,招 待された楽隊が他

村か らついて,alcaldeと そ の補 佐は既述 のよ うに,楽 隊 のレセプ ションの際の決 まっ

た方式 にの っとって各楽隊を受け入 れる。教会での祈 りが終 ると,人 々は広場 に坐 って,

花 火の時 間が くるまで待つ。楽隊は松 の炬火 の近 くで演奏 し,酔 いのまわ った人 々は

既 に踊 りは じめている。少 したつ と,各 楽隊 はcapit疣の 家 に招かれて,食 事 をとる。

 真 夜中近 く,暗 闇を教会 の鐘 の音が ひび きわた る。castilloと 呼 ばれる仕 掛花火の

開始 を告 げるためで ある。石油 ランプの明か りをた よ りに,楽 隊がい くつ も広場 に到

着 する。一つ の楽隊が新ムニ シピオに場 を占め,他 の一つがキオスクに登 り,残 りは

旧いムニ シピオに座を しめる。

 突 然,ト ラウィの楽隊が軽快な曲を演奏す ると,花 火が はじまる。広場 は見物人で

一杯 である
。女 は旧 ムニ シピオの建物 の所 にかた まって花火をみている。男子や子供

は花火の火花 をかぶ りなが ら踊 りは じめる。 まさに,生 命がほ とば しっているような

光景である。他村か らきた楽隊 もかわるがわ るに演奏す るρ花火 が もえつ きるまで半

時間はかかる。 最後の火花が地上 に落 ちると,見 物人は一斉 に言 う。 「あ りが とう。

花火職人 さん」。広場 は元 の暗闇に戻 る。

 この夜 の出 し物 はみんな計算 ず くめのタイ ミング で 出 て くる。 広 場 の片 隅 か ら

toritoと 呼 ばれ る牛の頭の形にはあ ごん だ花火 をせ お っ て0人 の 男 が で て く る。

toritoは ダ ブル ・ステ ップの軽快 な曲 に合わせて踊 り,子 供達 におどけた仕草を して

みせ る。 この道化 めいたtoritoの 動 きに見物人 の笑 いが集ま る。 その横でruedas

Catarinasと 呼 ばれ る車輪の ように動 く小型 の花火が しかけ られている。広場の一 方

では,何 人 か男子が寄 って,軽 業 のための木 の枠 と,道 化師 と空中軽業 を演 じる人の

ためのブ ランコを組み立てている。

 toritoの 踊 りがおわる と,ブ ラウス とス カー ト姿に女装 した8人 ばか りの若者が出

て きて,maromaと 呼 ばれる軽業を演 じる。

 道 化 師payasoが,メ スカル酒 を一本持 って現われ る。虎 じまの青線 の入 ったヴ ェ

ージュ色 のダ ブダブの道化服を きて
,顔 はパ ウダーで 白 く塗 られている。楽隊の演奏

す る楽 しげな曲にあわせて道化 師は踊 る。 曲の切れ 目が くる ごとに,韻 をふ くんだ台

詞(rimas del payaso)を とば し,メ スカル酒を 口にふ くんで,霧 のように吹 き出す。
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これは軽業の若者,つ ま りmaromeroと 呼 ばれ る人 々に危 険のないように祈 って神

に捧 げる酒だ と理 解されて いる。道化師がスペイ ン語で韻をふ くんで冗談を とばす と,

言 葉 がわか らないので,見 物人に は何 の反応 も示 さない。 ミへ語 で冗談 を言 うと,ど

んな短い台詞にで も,人 々は笑い ころげる。 ま もな く,maromcroは ロープにのぼ り,

棒 を支えなが ら綱渡 りをす る。上手な若者 は拍手 を うける。

 maromero達 が疲 れて しまうと,道 化師は空中ブ ランコにの り,冗 談 をとば し,空

中軽業を演 じてみせ る。

 今 や,ダ ンス(bailes populares)が 始 まり,人 々はJarabe Mixe, Fandango Mixe,

Rey Kondoyの リズムに合わせて踊 りはじめる。 前 の二曲 は男女の組 で踊 るダ ンス

曲で あるが,ト ラウ ィでは男子 は一組 にな って,女 子 は女子で別の所で踊 る。酔 った

男女だ けが組にな って踊 り,人 々の視線を うけている。 どの楽隊 も次の日の朝まで演

奏 を止 めない。メキ シコの最近の レコー ドもムニ シピオ に備え られた蓄音機か らきこ

える。マ リア ッチの名曲,ア カプル コ ・トロピカル とい う名で この頃メキシコで有名

にな った楽団 とボーカル ・グループの曲,ノ ル テーニ ョ ・ス タイルの曲,が 次 々と放

送 される。 これは1974年 に は じめてお こった ことで あった。 とにか く,四 方八方か ら

の音楽 と騒音で,広 場 の近 くの家の人 々は0晩 中ねつ けない。

 Fiesta(祭 りの当 日)

 午 前中 に ミサが二つたて られる。二番 目の ミサはmisa cantadaと い って歌つ きの

ミサで,祭 りのための ミサである。 これが終 ると,フ ルー ト,太 鼓の音がき こえ,つ

いで教会の鐘がつかれ,爆 竹が打 ち上げ られる。広場で は,ま たmaromaが 始 まっ

ている。昨夜の疲 れが残 っているのか,軽 業の若者 もふ らふ らと綱を踏み損 じて,下

に落 ち,見 物人の笑 いをあお りたて る。

 Guadalupeの 祭 りの時だけは,朝 の ミサ の後 と午後 に闘牛(jaripeo)が 行 われる。

楽隊 が闘牛用の特別 の曲を弾 くと,闘 牛が はじま る。見物人 は柵 に近よ り,熱 心 に見

物す る。 ある者は柵 に馬乗 りにな って いる。 ムニ シピオのtopilが 助 手 と共 に柵 の周

りをまわ って,混 乱 のおこ らぬ よう取 り締 っている。若者が牛を柵に入 れよ うとす る。

にわか仕立ての闘牛士 は トラウィの若者で,バ ナナの葉 のような繊維でつ くったむ し

ろやポ ンチ ョ(gab疣)を 手に もって牛にむ か って,プ ロの闘牛士気取 りで ある。 と

ころが牛 はランチ ョの人 々か ら借 りて きた もので,闘 牛 にはむいていない。 ゆっ くり

と歩んで一向に人につっかか って こな い。若者 は牛 の尻尾をか じって,牛 をいか らせ

よ うとす る。 こうして牛 をいき り立たせない と,闘 牛 を演 じるわ けに もいか ないので

ある。

 午 後 の2時 か3時 頃,Los Negritosの ダ ンス(danza)が 演 じられ る。 ・Cubanos,

Santiago, los Ma1 Viejos, Coloquiosも 時 として演 じられ る。 ダ ンスの出 し物 は祭

りによ って異な るが,Los Ncgritosは どの祭 りで もみ られ る。

770



黒田 守護聖人の祭りにみられる民俗芸能について

 3時 頃,仕 掛 花火(castillo)の 支 払 いをす るmadrina del castillo達 が,親 族 の男

達 に ともなわれて ムニ シピオの前 に姿 をみせ る。村長の前で,花 火職人 に花火の代金

を手渡す 。それを うけとると職人達 は三 曲(sones)踊 る。それに こたえて, madrina

達 も三 曲踊 る。 こう して,花 火職人へ の支払いが終 る。

 運 動場で は,他 村か らきたバ スケ ッ ト・ボールの選手達が試合 をは じめる。 さらに

しば らくたつ と,学 校 の先生 が生徒 を動員 して,色 々な娯楽プ ログ ラムをひ ろうす る。

劇 のひとこまとか,メ キ シコの他地方 のダ ンスが先生 の指図の もとに演 じられ る。

 祭 りの次 の日,朝 の 内に ミサが,午 後 にはロサ リオが祈 られ る。3時 頃,再 びダ ン

ス(danza)が 演 じられ る。運動場 ではバ スケ ッ ト・ボールのチームが選手権 をあ らそ

っている。 同 じ頃,madrina de la misaの 行列 が教会 か ら出てきて, madrinaの 一

員 の家へ とむか う。たいていの人 はこの行列 に気づ かない。皆,ダ ンスやバ スヶ ッ ト・

ボール の試合 に気を取 られているか らで ある。行列 に人が少な く,寂 しい折 には,楽

隊 の先頭 に立つcapilloは 楽 士 に命 じて賛歌(alabanza)の 代 りにマーチを演奏 させ

る。家 につ くと,madrinaと そ の関係者はテパ ッチ ェを儀式 にのっとって のみ,爆

竹 をあげて,madrinaの 責 任が終 ったことを村人 に知 らせ る。

 次 の二,三 日の間,祭 りはつづ く。 しか し,日 一 日と閑散 と して くる。ダ ンス とバ

スケ ッ ト・ボールの試合 は続 くし,酔 いつぶれた人 も後をたたない。 しか し,他 村か

らきた楽隊 も一つ一つ と自分の村 に戻 って い く。各 々,ト ラウィの楽隊 にお くられて,

村 の端 まで行 き,そ こで儀 礼上別 れの曲が演 じられ,そ れか ら村 に戻 ってい く。 こう

して,祭 りの華やか さは消え うせ,村 には元の静 けさが戻 って くる。

2) 芸能の要素についての論評

 フ ル ー ト(flauta)と 太 鼓(tambor)を 除 く他 の 芸 能 の 要 素 は み な 征 服 以 後 の 起 源 の

も の で あ る 。calendaの 夜 のmarmotaとmono,楽 隊(banda),ダ ン ス(danza),

踊 り(bailes populares),仕 掛 花 火(castillo),牛 型 の 花 火(torito),闘 牛(jaripeo),

軽 業(maroma)と 道 化(payaso)が そ れ ら で あ る 。

 フル ー ト(flauta)と 太 鼓(tambor)

 これ らの楽器 はインデ ィオ起源の ものである。祭 りの間 中,毎 日,ミ サの前後 に演

奏される。楽隊 と共 に,madrina de la misaの 行 列 に も加わ る。また, Santiagoの

ダ ンスには曲を4部 にわた って演奏する。

 Rancho Guadalupeで は フルー トとマ ン ドリンの奏者が いて, トラウィの中心部

では聞かれないような曲,そ れ もスペイ ン的 な リズ ムでな い曲をひ く。 これ らの曲が

忘れ去 られない前 に記録 にとってお く必要が ある。

 フルー トと太鼓 の奏者 は2な いし3組 いるが,そ の技能 を保存 し,育 てて い く策 は
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なにもとられていない。興味のある人,も しくは音楽の才の有る人が習得 しては,次

の世代に伝えているのが実状である。

 楽  隊 (banda)

 祭 りの記述か らあき らかなよ うに,楽 隊 は祭 りの全 進行過程で欠かせない要素で あ

る。banda創arm6nicaと 呼 ばれ るこのタイプの楽隊 は高価な金属製楽器を備 えてお

り,19世 紀 か ら20世 紀 に世紀が移 る頃の産物 と思 われるが,ミ への村 々に何時,ど の

ように して入 ってきたかにつ いて知 ることはで きなか った。 と もか くも,ミ へはこの

出費のかかる楽隊 を うけ入れ,維 持 してい る。

 高地 ミへの村 々で はサ ポテカの村ベ タサか ら音楽 の先生 を呼んで,音 楽の腕 をみが

くのが常であ ったが,現 在,こ のな らわ しはすたれは じめている。 ミシス トラン村で

は今で もベタサか ら先生 をむか えてい る。 トラウィでは外 か ら音楽の先生をむかえる

ことはな くな った。

 どの ミへの村で も楽隊 の組織が あって,こ れはなか なか廃れそ うにない。楽隊が大

きす ぎて,時 としてムニシ ピオの財政を困難にお とし入 れる ことにもな りかねない現

状であ る。 ミへの楽隊 は時 としてオ ァバカ平 野の村 々の楽隊 よ りず っと大 き く,よ く

整備 されている。 だか ら,度 々オ アバ カ市 に招待 されて,選 挙の催 しや祭 りに参加 し

て いる。

 楽 隊がある ことで,若 者 は他 の ミへの村 々を見物す る機会 に もあ りつ く。守護聖人

や主要聖人 の祭 りには,楽 隊が他村か ら招 待される。以前,ト ラウィにはハヤカス テ

ペ ック,サ カテペ ック,ケ ツァルテペ ック,ヤ ララ,ベ タサ ,サ ン ・マテオ ・カホ ノ

スな どの遠方 の村 々か ら楽隊が訪問 して きた。最近 は楽隊が近 くの村 か らよばれ る傾

向にな って,ミ シス トラン,チ チカステペ ック,ウ ィテペ ック,ヤ コーチ,エ スタン

シ ァ・デ ・モ レロス,タ マ スラバ ム,ア ユ トラか らくる。 いずれに して も,楽 隊の招

待 は村 と村 の交流 に大 きな役割を果 た している。

 ス ペイ ンで発達 した カ トリックの祝祭複合 はモロ人か らスペイ ンを奪還 しようとす

る再 征服 のテーマを中心 に展開 した。 この祝祭複合 は12世 紀に起源 を もち,時 がたつ

につれ一定 のスタイルを持つ ようにな り,15,16世 紀 に広 く伝播 し,派 手 な催 し物 とな

った らしい[WARMAN 1972:17-27,28-55]。 この間の歴史的経緯 についてはArturo

WarmanのLa Danza de Moros y Cristianosに 詳 しく論述 されている し, Kurathの

1964,1969年 の著作 もこの種の問題について多 くの知識を与えて くれ る。 スペイ ンで

確立 した中世 カ トリックの祝祭 複合 は新大陸 の発見 と共 に征服 文化 の0部 と して持 ち

こまれ,ミ への村 トラウィに もその形跡 を残す こととな った。モロ人 とキ リス ト教徒

のテーマに集約 され る数 々のダ ンス(danza),踊 り(bailes populares),花 火(castillo),

牛 型 の花火(torito),闘 牛(jaripeo),軽 業(maroma),道 化(payaso)が 上 記の祝祭

複合 に属す るもので ある。また,marmotaやmonoも お そ らくこの祝祭複合 に属 す
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るもの と考 えて よか ろう。以下 に,

い て述べてみた いと思 う。

トラウィで見出されるこれ ら祝祭複合の要素につ

 Calendaの 日のmarmotaとmono

 marmotaは 大 型の提灯 で,長 いカ リソ竹の頂上に支那紙でつ くったぼん ぼ りをつ

けた もので ある。monoは カ リソ竹でつ くった枠組に支那紙 また は布 をは りつ けた張

り子である。飛行機,地 球,巨 人,ス カー ト姿 の女,な どの張 り子 がある。子供や男

がmarmotaやmonoを 持 って, calendaの 夜,村 中,特 にプ ラサ の近 くの家 々を

ね りある く。

 ず っと以前,ト ラウィでは支那紙 のかわ りに聖人の姿を印刷 したcstampaと 呼 ば

れる紙がmarmotaに は られていた。 これ をはると,中 に ローソクを ともした時,聖

人 の姿が照 らし出されて,祭 りの宗教 的目的 によ くかな った,と い うことで ある。1929

年 か ら1933年 に かけて ミトラの町で調査 したE.C。 ParsoDsは この タイブのmarmota

の存 在を次のよ うに記 して いる。「San Pabloのmarmoto[marmotaの こ とである
。

私注]は 木綿の布をは った巨大な球で,そ の上 にSan Pabloが 馬 に乗 って河を渡 っ

て いる姿が描 かれて いる」と[PARsoNs l 936:241]。 この例が示すよ うに, marmdta

は布 教の 目的にかな うようつ くられて いた もの と思われる。

 ダ ンス(danza)

 トラ ウィで演 じられ るダ ンスは植民地時代 に由来す る もので,殆 どがモ ロ人,も し

くは異 教徒 とカ トリック教徒の闘いをテーマとす るものである。Los Negritos, Los

Cubanos, SantiagoとColoquiosが それ らで あり, Los Ma1 Viejosの ダ ンスだけ

が例外 である。

 Los Negritosは トラウィで も,そ の他 の高地 ミへの諸村で も一番普及 している。

どの主要聖人の祭 りで も演 じられる。 他 のダ ンスは時 々演 じ られるにす ぎない。Los

Negritosの ダ ンスでは8人 の踊 り手 が一組 にな って おどる。 服装や踊 り方 は広 くメ

キ シコにみ られるLos Negritosと 似 ているが,リ ズ ムとステ ッフ.のと り方 は村 によ

って大 きな差がみ うけ られる。

 Los Cubanosは トラウィだけで演 じられる。 Los Negritosに 酷 似 したダ ンスであ

る。衣裳 はよ り派手 な色 あいで,音 楽の リズ ムが よ り強い ことが差 とみえ る。

 Santiagoは 隣…村 のタマス ラバ ムで も踊 られ る。 タマス ラバ ムでは二人の踊 り手 の

腰 に 馬の張子 を く くりつけ,聖 人Santiagoの 馬 上 の姿 を表現 している。 二人 の

Santiago役 者 は赤 い旗を持 った従者 と現れ,フ ルー トと太鼓 の音 に合 わせ て踊 る。

トラウィでは,5人 が一組にな って踊 る。1人 はSantiago,3人 が 赤い旗 を持 った

従者で,赤 い旗 は征服を象徴 している。残 りの1人 はviejo(と しより)と 呼ばれる役

で濃茶 の仮面をつ けている。 このviejoは 道 化役を演 じなが ら,見 物人 が踊 り手 に近

よ りすぎないよ うに護衛の役 を果 た してい る。縄 をふ りまわ して見物 の子供 をか らか
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った り,捕 えよ うとす るふ りを して,人 々を楽 しませ る。Santiagoの た めの音 楽は

楽隊で演奏 されず,フ ル0ト と太鼓奏者 の手 にまか されている。音楽 は4部 に分 かれ,

各 部の切 れ目で踊 り手 は休 む。総計2時 間以上続 くダ ンスである。

 Coloquiosは こ こ18年 間 演 じられたことがなか ったが,1974年11月 に 司祭 の誕生 日

を祝 う目的で,cantorが 小学校 の生徒 に教 えた。 一人の女 の子が マ リンチ ェの役 を

演 じ,一 人の仮装 した男が道化役を演 じた。音楽 は36小 曲か らな る大部な ものであ る

が,こ の時 には6曲 だ けが演奏 された。

 征 服のテーマか ら外れて いるダ ンス はLos Mal Viejosで あ る。 これはヤ ララとチ

チカステペ ック村 でみ られるHuenchesの ダ ンス と親縁 関係 のあるダ ンスだ と思わ

れる。 ヤ ララのHuenchesに つ いてはDe la Fuenteが 報 告 している し[DE LA

FUENTE 1949:280],チ チ カステペ ックのもの は私が実際に見物 した。 チチカステ

ペ ックはヤ ララに近 い村で,お そ らく山地 サポテカの文化の中心地で あるヤ ララか ら

Huenchesを ま ねて きたのだろ う。6人 の踊 り手が大 きな木製の仮面をつけて, 内

3人 は女装で,踊 り乱 れて いた。 トラウィでは,10人 ばか りのゴム製 の仮面をつ けた

男が踊 り,濃 茶 の木の仮面 をつけた1人 が踊 り手の動 きを制御 して,楽 隊 に命令 して

いた。伝統的な木の仮面 は何年 も前 にな くな り,今 のゴム製仮面 は司祭 がメキシコ市

で買い求 めて きたものであ った。Los Ma1 ViejosとHuenchesは ミチ ョアカ ンの有

名なLos Viejitosと よ く似 ているが0形 式化 の度合いが少な く,足 で とるステ ップの

仕 方 もず っと単純であ る。しか し,乱 舞 道化の仕方,ス テ ップの とり方 に多 くの類似

がみ られる。 タ ラスカンの人 々はその伝統舞i踊Los Viejitosに ス ペイ ンのサパテア

ー ド(zapateado)の 様 式 を混合 して
,現 今 の ミチ ョアカンの名物踊 り, Los Vi(麺jtos

が で き上 ったわ けであ るが[KuRATH AND MARTI 1964:166],ヤ ラ ラのHuenches

の起 源について,私 は知 ることがで きなか った。

 年 輩のイ ンフォー マン トによると,昔,San Miguel, San Tehuacanの ダ ンスが

あ ったそ うであるが,こ れ らについて詳細を知 ることはで きなか った。

 これ らのダ ンスが植民地 時代 に ミへ高地 の諸村に入 ってきたわ けで あるが,伝 播 の

起源はヴ ィヤ ・アル タとヤ ララにある と思われ る。 征服の頃,ヴ ィヤ ・アルタは軍

事 ・宗教の中心で,ス ペイン人,ト ラスカ ラの人 々,ド ミニコ派 の宣教師がや って き

た。そ して,長 い植民地 時代を通 じて,文 化 の中心点であ り,こ こを通 じて山地 の ミ

へは文明と接触 した。一方,ヤ ララは トラコル ーラや平地 オアバ カと経 済関係が深 く,

こ こか らも諸 々の植民地 時代のダ ンスが ミへの村 に入 ってい った,と 考 えて まちがい

がないだろ う。

 以 上の推察は近年 ミへが どのよ うにダ ンスを取 り入れ,保 存 して いるかという実例

にふれる ことで確 かめ られ る。 踊 り手 の話 によると,Los NegritosやLos Cubanos

の仮 面はヤ ララで買 い求 めて いた,と い うことである 。Los Ma1 Viejosの 仮 面はゴ
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ム製にな って しまったが,一 つだけ残 ってい る木製 の仮面 はヤ ララでず っと以 前に求

め られた ものである,と 言 う。 チチカステペ ックでHuenchcsの ダ ンスの出所につ

いてたずねると,「 あのダ ンスはヤララで買 った」 とい う。 この表現 は植民地 文化の

ミへ高地 への伝播 についての事実 を明 らかに して くれ る。 ミへはヴ ィヤ ・アル タとか

ヤ ララとい った文化の中心で"文 化"を 買 ったのであった。

 1974年 にColoquiosを 再 演 して みせて くれた村 のcantorは 次 のよ うに語 ってい る。

「何年 も前 に,私 共がColoquiosの ダ ンスを買 った時の ことを今で も覚えています 。

このダ ンスの先生 は トトンテペ ックか ら大勢の荷役 をつれてや って きま した。 当時の

金で500ペ ソ も支払いま した。 こんな大金 をかけたの に,台 詞の書いてある紙を失 っ

て しま って,今 になると教え られな くなった」 と。 その結果,こ のcantorは マ リン

チェ役の女の子に台詞 を教えたが,お そ らく元 々の台詞で はなか ろう。マ リンチェは,

「グアダル ーペ にこのダ ンスを捧 げます。 私達 の持 って いない王国を持 ち,私 達 の持

っていない空の光栄 を持 ってい らっしゃるが故 に,貴 女をあがめたてまつ ります」,

と語 りはじめるが,そ の後には今様のグアダル0ぺ の聖女 の歌を唱 うように教 え られ

ていた。

 植 民地時代 のダ ンスの伝播の事例はアユ トラの例に もみ られ る。約40年 ほど前,あ

る踊 り手 はヴ ィヤ ・アル タまで旅 して,San Jos驍ﾌ ダ ンスを習 って,お 金を支払 っ

た。アユ トラに戻 る と他 の踊 り手に教え こみ,今 もSan Jos驍ﾍ アユ トラの名物 のダ

ンスになって残 っている。 このヴ ィヤ ・アル タに行 った踊 り手 の家 にある長持 ちの中

か ら私 はSan Jos驍ﾌ 台 詞の一部を発見す ることがで きた。

 ダ ンスの演 じられる時間 について も記 しておかねばな らない。元来,ダ ンス は教会

に捧 げ られた ものであるか ら,ミ サのような宗 教 儀 式 の前 に演 じられ るものであ っ

た。 ミシス トランは この伝統を保持 している。 この村 では ミサの前にConquistaや

Malincheの ダ ンスの踊 り手が教会 の前 で踊 る。 行列 のある時には,踊 り手 は行列の

前に行われ る ミサに参加 し,そ れか ら行列に加わる。 この行列 は先頭 か らみて,フ ル

ー ト奏者,太 鼓打 ち ,サ ク リスタン,ア コ リテ(ロ ーソク立て と香炉を持つ),踊 り

手,楽 隊,聖 人像,司 祭,一 般の村人 とい う順で組 まれてい る。 トラウィで はダ ンス

が元 々持 っていた宗教的意味 は殆 どその演出時間 にはでて こない。大体,ど の祭 りで

もダ ンスは午後の3時 頃に演 じられ る。アユ トラではダ ンスは ミサの終 る少 し前か,

ミサの最中 にはじま り,そ の気配で人が教会か ら出てダ ンスの行 われているプ ラサに

い くので,ミ サのさまたげになりかねない。

 踊  り (bailes populares)

 一 般 の村民が踊 るのはハ ラベ ・ミへ,フ ァンダ ンゴ ・ ミへ,レ イ ・コン ドイの曲

に合 わせてであ る。ベタサ,そ の他のサポテカの村 や町か ら伝わ ってきた曲 もある。

ハ ラベの 起 源 はアラゴンのホタに あ るとされて いるfKuRATH l 969:181]。 バ ラ
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べが メキ シコで広が ってい った経過 につ いて はStevensonが 詳 細に記 してい るので

[STEVENSON l952:183-185,216-217],こ こで は省略す る。 ファンダ ンゴはタン

ピコか らヴ ェラクルス にか けて広が った ウアパ ンゴと同系の リズムで ある[KURATH

l969:179;STEvENsoN 1952:217-218]。 ハ ラベ もファンダ ンゴ も男 女 が 組 に な

って 踊 る もので あるが, トラウィ では酔いのまわ っている時以外は 男女で 踊 る こと

はない。 男 と女 は別 々の場所 でひと りで踊 る。 これはイ ンデ ィオの 伝 統 的 村 落 で

は一般的 にみ られ る現象であ る。 男 と男,女 と女が ヤ ララ風 に手 と手を 取 って 踊

って いることもまれ にあるが,こ れは チチカステペ ック のように ヤ ララの 文化 的影

響 の強い村 でよ くみ うけ られる 現象 であ って, トラウィで は時 々 しかみ うけ られな

い。

 Castillo花 火 とtorito花 火,闘 牛(jaripeo)

 castillo花 火 と闘牛 は15～16世 紀 にスペイ ンにひろがったモ ロ人 とカ トリック教徒

をテーマとす る祝祭複合 に属す る要素である[WARMAN l 972:25-28]。 castilloは

城 を意 味 し,モ ロ人の城 を攻 め,焼 きお とす ことで スペ インの奪還 を象徴す るた めに

使われていた。元来は本 当に城 らしき建造 物がつ くられて焼かれて いたが[WARMAN

1972:38],仕 掛 花火で代 行 されるよ うにな った[WARMAN 1972:50,60]。 castillo

とい う名前 だけ残 って,現 在 も祭 りの仕掛花火 がcastilloと 呼 ばれているわ けで ある。

 闘 牛はjaripeoと もcorrida de torosと も言われ,上 記の祝祭複合 の中で も娯楽

の要素 のつよい もので あった[WARMAN l972:33,43,48]。

 torito花 火 の起源 につ いて は今の ところ資料をえていない。

 以 前,花 火職人 は トラコルー ラかヤ ララか らきていた。その後,中 部 ミへの村,サ

カテペ ックの人がサ ポテ カ族 より技 術を学 び,祭 りの花火を うけお って トラウィに く

るようにな った。1963年 頃,ト ラウ ィの人で花火の技 術をサカテペ ックで習 う人 があ

って,今 や村 の祭 りの花火 もアユ トラや タマス ラバ ムのような隣村の祭 りの花火 まで

うけお って仕掛けるよ うになっ.た。 こうい う技術 はサ ポテカ族か ら習 うことが多いの

で ある。

 軽 業(maroma)と 道 化(payaso)

 軽 業 はこの面で才のある男達 によって演 じられ る。同 じ顔ぶれがどの祭 りに もでて

くる。

 道 化 は毎年,ど の祭 りに も同一人物が演 じる。復活祭 にローマの百人隊長を演 じる

人物で,仲 々の芸人なので ある。道化の韻 をふんだスペ イン語 の台詞 はヤ ララやオア

バ カで教 え られ ると言 う。 トラウィの道化 はチチカス テペ ックの ものに くらべて簡略

である。 チチカステペ ックでは二人の道化が台詞 をよ くこな し,二 人 の台詞のや りと

りが妙をえている。L. Ballesteros氏 の助力をえて この台詞を転写す ることがで きた
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が,台 詞 は非常 になが く,タ イプ用紙 にシングル ・スペー スで打 って2枚 分 も一人 の

道化 が しゃべ りつづ けな くてはな らない部分が多い。 また,氏 の判断によると,台 詞

にオァバ カのゲ ラゲ ッツァ祭 の道化 の台詞 か らの影響 が多 く見 うけ られ るとのことで

あ った。 チチカステペ ックの道化 は時 々即興 に韻文や冗談を とばすが,ト ラウィの人

々よ りスペイ ン語 になれている この村人 はす ぐ理解 し,笑 うことがで きる。一方,ト

ラウ ィの道化 の台詞 は短 く,簡 単 である。 ミシス トラン村 の道化 と同 じで,ミ へ語 し

か理解 しない見物人を前に して,僅 か しか話 さない し,ミ へ語で短い冗談を とばす こ

とが多い。

2.変 容 した守護聖人 の祭 り

ミへ の 村,ア ユ トラの 例

 ア ユ トラにみ られ,ト ラウィになか った祭 りの芸能 の要素 と してオアバカ市 か ら雇

われ て くるオーケス トラとメ リー ・ゴー ・ラウン ドがある。逆 に,ト ラウィにはあっ

てアユ トラで失われているのはフル ー トと太鼓である。 また,ユ933年 の アユ トラを記

録 したRalph Bealsは ギ ター,ヴ ァイオ リン,マ ンドリンが使用 されている様 を報

告 しているが[BEALs 1945:74],私 が アユ トラにいた1973年 と1974年 に は,こ れ ら

の楽器が守護聖人の祭 りに使 われるのをみた ことはなか った。楽隊 とレコー ド・プ レ

ーヤーが活躍 していた
。その他 の祭 りの要素 は トラウィに見いだ され るもの と同 じも

のである。要素 は同 じであるが,そ の内の幾つかの要素が"世 俗化"の 様相 をおびて

いる ことが重要 な差であ る。以下 に,こ の点 について のべてみたい。

 ア ユ トラのcalendaに は男 も女 も参加 し, トラウ ィの ものに くらべて,人 目にた

つ ページェン トにな っている。 陽がお ちる前 にcalendaの 列 はムニ シピオを出発す

る。楽隊 のかなでる音楽にあわせて,そ の年 の役人の親族や友人や近所 の女 や少女が

花籠 を頭上 にささえなが ら踊 る。役人の中で も高位の ものが妻 と共 に行列 の頭にた ち,

monoを 持 った人,少 女達,楽 士,村 人がそれにつづ く。ムニ シピオの前で しば らく

踊 ってか ら,calendaの 行 列 は教会の前に行 き,そ こで しば らく踊る。 それ か ら,ま

た行列を組んで タマス ラバ ム村寄 りの村 の端まで いき,そ れか らミ トラ寄 りのもう0

方 の村の端 までいタ。 このニ カ所で楽隊に合 わせて行列 は踊 り,見 物人 も興 にの って

おどる。夕暮のなかで,音 楽 が村中 にひび き,酔 っぱ らい と踊 り手 がどこにもみ られ

る。 これでcalendaは 終 りで, トラウィのよ うに夜中にcalendaの 行 列が村中をね

り歩 くことはない。 このタイプのcalcndaは オ アバカ平 野部の もの らしく,ト ラウ

ィの もの とよい対照をな してい る。

 他 村か らの楽隊の レセブoションも"世 俗 化" して きた。1974年1月25日 のSan

Pabloの 祭 りの日,レ セプシ ョンのた めにアユ トラの役人はオアバ カ市 のコカ ・コ0
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ラの支店 と交渉 して,マ イクのついたマイクロ ・バスを借 りだ した。村の端に このマ

イクロ ・バスを止 めて,他 村の楽隊を アユ トラの楽隊 が迎 えている間中,役 人はマイ

クロホンで しゃべ って,あ いさつ した。他村か らきた楽士 はいささか驚 き気 味で ある。

 ダ ンスは元来,教 会 に捧 げ られた ものであるが,ア ユ トラではダ ンスの宗教的な意

味が全 く消失 して しま った。ダ ンスの演 じられ る時間 と状 況を考 えてみ ると,そ のよ

うに言 うことができる。Los Negritosの ダ ンスはまるで一般 の世俗の ダ ンスのよ う

に演 じられてい る。例 えば,1973年1月28日,San Pabloの 祭 りの折 Los Negritos

は午 後の1時 か ら2時 半 にか けて演 じられ た。同 じ時間に,教 会 では ミサがたて られ

て いた し,市 場では売 買が進行 していた し,運 動場で はバスヶ ッ ト・ボールの試合 が

騒 々 しくお こなわれていた し,広 場の下 の空地で は闘牛が行われていた。騒音でダ ン

スの音楽 もきこえに くい ぐらいであ った。

 1933年,Bealsが ア ユ トラを訪れた時,こ の村 には多 くの儀礼 的ユー モアの演出者

がいた。Los Negritosの ダ ンスにもviejoと 呼 ばれ る仮面をつけた道化が何人 も現

われ,道 化役 と同時にダ ンスの警備役 を もつ とめた[BEALS l945:73,il t。 さ

らに,tiznadoと 呼 ばれ る白馬にまたがった道化がLos Negritosの ダ ンスに道化役

をつ とめた らしい[BEALS 1945:71,73]。 と ころが,こ れ らは今 はな くな り, Los

Negritosの 踊 り手だ けが踊 るのである。

 ア ユ トラの守護聖 人の祭 りは ミへの伝統 的祭 りとい うよ りメスティーソの祭 りにな

りつつ ある。 この市 場の村 ではず っと前か ら,人 々は陽気で世俗 的な祭 りになれて き

た。 この特徴はSan Jos驍ﾌ ダ ンスの演 じ方 と観衆 の反応 によ くあ らわれている。 こ

の同名のダ ンス は ミシス トラン村で も演 じられるが,そ こで は陽気 な零 囲気 も見物人

のダ ンスへの参加 もない。 これ と対照的に,ア ユ トラでは踊 り手 と見物人が積極的に

ダ ンスの雰囲気 に入 っていき,観 客参加のある劇場 めいた雰囲気 が生 まれ,ふ ざけと

笑 いのみ ちた祝祭空間が現 出す るので あった。

 San Jos驍ﾌ ダ ンスははじめか ら終 りまで演 じるのに約2時 間かか る。 さて,こ の

ダ ンスの一部でSan Jos6は そ の妻に台詞をかた る。 Mar僘の 役 はブ ラウスとスカー

トで女装 した若い男子 がつ とめていて赤子を抱 いてい る。女の仮面をつけた ものの,

男 の手足がのぞいている。

San Jos驍ﾌ 台詞(Mar僘と 赤子 に)

 1。坐 りなさい,坐 りなさい,こ の小 さな椅子に。

  この椅子に坐 っているお前をみたいか らよ。

  可 愛い人 よ。私の贈 る椅子だ よ。

 2。坐 りな さい,坐 りなさい。 この椅子 に。

  可 愛い人 よ。私 が贈 る椅子 に。

  坐 りな さい,坐 りなさい。 この椅子 に。 (く りかえ し)
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3。坐 りなさい,坐 りなさい,お 母 さん。

  気 に入 って,『よろ こんで,み ちた りて,

  あ こがれにみちて,坐 っていて欲 しい。

 4。ここに足をおきなさい,こ こに足 をお きな さい。

  か わいい足が傷つ かないように。 (く りかえ し)

 5。い らっしゃい,私 のかわいい人よ。お前 を抱 くよ。

  い らっしゃい,お 前をゆさぶ るよ。私 のかわいい子供 よ。

  お母 さんを探 して,ミ ル クをも らお うよ。

 6。お前の赤子 をひきとりなさい,お 前の息子をひきと りな さい。

  そ うでない と,お 前をむ ち打 った り,た た くよ。

  (こ こで,Mar僘役 の者 は3回 歌 う)

Mar僘の 台詞(赤 子 とSan Jos驍ﾉ)

 7。泣 か ないで,泣 かないで,私 の息子 よ。

  泣 かないで,泣 かないで,私 の魂 よ。

  泣 か ないで,泣 かないで,小 さな歌 い手 よ。

  泣 かないで,泣 かないで,私 の美 しい子 よ。

 8。泣 かないで,泣 かないで,私 の魂よ。

  泣 かないで,泣 かないで,私 の心 よ。

  泣 かないで,泣 かないで,小 さな心 よ。

  泣 かないで,泣 かないで,私 の息子 よ。

 9。寝ていな さい,寝 ていな さい,息 子 よ。

  寝 ていな さい,寝 て いなさい,人 形 さん よ。

  お前の晴着 を縫 いま しよう。

10。玉子 の入 ったパ ンを食べ なさい,砂 糖 の入 ったパ ンを食べな さい,フ ランス ・

  パ ンを食べな さい,roseradito(意 味 不明)の パ ンを食べな さい。

11。チ ョコ レー トをのみな さい,キ ャラメルを食 べなさい,ビ スケ ッ トを食べ なさ

  い,無 作法を して はいけません よ。

12。起 きなさい,起 きな さい,私 の息子よ。

  起 きな さい,子 よ,お 父 さんを探 して,お ぶ って もらいま しよう。

13。洗礼 もしていない この子を うけ とって下 さい。

  あ なたの人形を うけ とって下 さい。

  ほ ら,ほ ら,な んて可愛 い子 で しよう。

  San Jos驍ﾆMar僘の 台詞                 ・

⊥4。そのまま,そ のまま,お 母 さんよ。

  そ のまま,そ のまま,可 愛 い子 よ。
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   子 供 がよろこぶハ ラベを一 曲踊 ろ うよ。

   Hay maravilloso, hay maravilloso, lloso,110so,110so, nito, nito, nito.

   Alarrorro nene, alarroro nePe, nene, nene, nene, niLo chulo nito,

   チ ョコ レー ト,と 玉子の入 ったパ ン,玉 子の入 ったパ ン,と チ ョコレー ト,大

   変美 味 しい,大 変美味 しい。

   チ ョコ レー ト,チ ョコ,チ ョコ,チ ョコ,チ ョコ,チ ョコレー ト,本 当に美 味

   しい,本 当に美 味 しい。

 ダ ンスの間中,abuelo(老 人)と 呼ばれる道化 が警備役にあた って,見 物人が踊

り手の邪魔にな らないよ うに してい る。大 きなワラ製の ソンブ レロをかぶ り,濃 茶 の

木製 の仮面で顔をおおい,上 着をつ け,長 い竹竿を手 に している。 この いでた ちか ら

判 断す るに,Bealsがviejoと 名づ けて 描 いて いる道化 と同種類の 道化 と思われ る

[BEA LS 1945:73, S I S]。 San Jos驍ﾆMarfaが 台詞をのべている間, abueloな

る道化 は酔 って踊 っているタマス ラバムや トラウィの女 にひわいな冗談 をとば してい

る。アユ トラの女 は家 の中で しかアル コール類 を口に しないので,こ の冗談の対象 に

はな らない。topilは,踊 り手 のはげ しい足 さばきで砂ぼ こりがまきあが らな いよう

水 をまいてい る。 しか し,彼 も興 にさそわれ,バ ケツを手に して踊 りは じめて いる。

スペイ ン語のわか る人はSan Jos驍ﾆMar僘の 台詞 にジ ョークをさ しはさんでい る。

アユ トラの女や少女は台詞 をおぼえて,家 にかえ って,赤 子 にきかせ よ うとして いる。

このよ うに,San Jos驍ﾌ ダ ンスは公共劇場 にい るよ うな零 囲気をか もしだす。 演 じ

る者 も,補 佐役 も,見 物人 も活発 に劇場 の演技に参加 して いるのである。

 トラウ ィと同 じく,踊 りはハ ラベ ・ミへ,フ ァンダ ンゴ ・ミへ,レ イ ・コン ドイ,

な どの古典的 な曲 にあわせてお こなわれて いる。同時に,若 者 はレコー ド・プ レァー

や最近結成 された コンフン ト・アユーク(ミ へ楽団)と い う若者の エレキ ・バ ン ドの

奏す る流行 曲に合わせて踊 ることが多 くなった。

 アユ トラの人 々は世俗の雰囲気 を楽 しむことを知 っている。学校の先生 やプ ロモー

トー レス とい うイ ンデ ィオ局の職員 の組織す るダ ンス ・パ ーティや,そ の他 の娯楽の

方が教会 の ミサや寓意劇 より楽 しいのである。守護聖人の祭 日には,教 会の催 す娯 楽

番組が先生 の主催す る番組 と競争になる。二つ の世界の対立は深刻 な社会問題 にな り

かね ない。

3.メ ソ ・アメ リカの 他地 域 か らの比 較 例

 メ ソ ・アメ リカのイ ンデ ィオの コ ミュニティ,も しくは民俗社会を扱 った書 物は数

多いが,モ ノグ ラフ として基本的な資料をそなえてい るものはあま り多 くない。守護

聖人 の祭 りについて も,観 察 にもとついた詳細 な記述を ととのえたモ ノグ ラフは意外
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と数少ない。1960年 以 降,研 究者の数は増えたに もかかわ らず,調 査 は0定 のテーマ

に集 中す るようにな り,ま た,長 期の調査をする人が増 えたわ けではないので,祭 り

の資料が え られ るモノグ ラフは数多 くない。なお,資 料が あることがわか りなが ら,

入 手で きなか ったモ ノグ ラフ も二,三 例 あった。本論 に入 る前 に,私 の利用 したモ ノ

グ ラフにつ いて簡 単なな紹介 を してお きたい。

 地 域別 のコ ミュニテ ィ名,部 族名,調 査者,調 査時点(期 間 は明記せず)に つ いて

ま とめると次 のとおりである。

 1.グ ァテマ ラのマヤ地域

   チ チ カステナンゴ(キ チ ェ ・マヤ,R. Bunze1,1930-32)

   チ ナ ウ トラ (ポ コマム ・マヤ,R. Reina,1953,1955,1958,1960-61,1962ユ

   チ マ ルテナ ンゴ(マ ム ・マヤ,C. Wagl.ey,1937)

 2.メ キ シコ,チ ァパス州 のマヤ地域

   シナ カ ンタ ン(ツ ォツィル ・マヤ,E. Vogt,他,1957以 降 のハーバー ド・チ

     ァパ ス計画 による集 中調査)

   ア マ テナ ンゴ(ツ ェル タル ・マヤ,J, Nash,1957,1958,1964,1965)

 3.オ ァ バカ州

   ミ トラ(平 地 サポテカ,E, Parsolls,1929-33)

   ヤ ラ ラ(山 地サポテカ,De la Fuente,1937,1938,1939,1940,1941)

 4.ユ カ タ ン.半島

   チ ャン ・コム周辺(ユ カテ ック ・マヤ,R. RedfieldとVilla R(jas,1930,

     1931,1933) .

 5.メ キ シコ中央高原

   テ ポ ス トラン(ナ ワ,R. Redfield,1926-1927)

 6.ミ チ ョアカ ン州

   チ ェ ラン(タ ラスカ ン,D. Brand,1939,1941,1942)

   チ ン ツンツァン(タ ラスカ ン,G. Fostcr,1945-46)

   イ ウア ツィオ(タ ラスカ ン,Van Zantzwijk,1960-63)

 7.メ キ シコ北部

   ポ タ ム(ヤ キ,ESpicer,1939,1941,特 に1942,1947)

 これ らのモノグラフの大半 は,1年 以上,も しくは2年 近 い調査 にもとつ くもので,

メ ソ ・アメ リカについての出色の作品ばか りである。Wagleyの チマルテナ ンゴが一

年以下 の調査 によるものであるが,基 本的資料がよ くととの っている。Redfieldの

チ ャン ・コム とテポス トランのモノグ ラフは一時代を画 した もので あるが,共 に短期

間の調査の産物で あ り,資 料の質は雑 多で ある。Oscar Lewisの テ ポス トランには

祭 りについて記述 が欠 けて いる。 ミチ ョアカ ン地方の3つ のモノグ ラフは記述 が没個
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性的であるが,1930-40年 代の総合人類学の傾向に従っており,ま た,投 入された人

的資源 も多かったためか,調 査期間が短いわりには資料がととのっている。

 時間的にも質の上でも差のあるモノグラフを資料にするため,本 質的な意味での比

較は望めないが,メ ソ・アメ リカの守護聖人の祭りについての覚書を以下に記 したい。

私がこの研究ノー トの第1部 で トラウィ村の記述で抽出した芸能の要素の有無につい

て各事例にあた って一々述べることはしないで,ミ への形にくらべて特記すべき要素

と機能についてのみ論述してみたい。メソ ・アメ,リカ研究の諸氏がのべているように,

守護聖人の祭 りには著 しい画一性があって,第1部 で記述 したような基本型の変異型

として各々のコミsニ ティの事例が位置づけられるからである。

 1. グ ァテマ ラの マヤ地域

 チ チカステナ ンゴ

 Santo Tom疽の 祭 りが守護聖人の祭 りであるが,こ の祭 り自体 は記述 されていな

い。 しか し,Santo Tom疽の 祭 りは祭 り一般 の形 とコフラデ ィア と称 され る聖人を

世話 し,祭 るグループの儀式 をかねるので,こ の二つの形を重ね合 わす ことによって

概要を知 ることがで きる。 祭 り一般 について はBunzelはMar僘 de1 Rosarioの 祭

りの記述 を残 している し,コ フラデ ィアの儀式 の代表 と して はSan Sebastfanの 祭

りの記述 を残 して いるか らである。

 コ フラデ ィアの儀式 は,マ ヤ地 域に一般的 にみ られ るように,コ フ ラデ ィアの役人

の交替 をめ ぐる複雑 な儀式の連続 である[BuNz肌 1952:226-254)]。 この儀式 自体

の記述 と分析 は独立の研究テーマになることなので,こ こで は深 くふれないことに し,

コ フラデ ィアの儀式が守護聖人の祭 りの重要 な部分 を占めてい ることの指摘 に とどめ

たい。

 コ フラデ ィアの儀式以外 についての記述 は くわ しくない。カカオ とア トレが儀礼上

の飲物 として重要で あること,楽 器にマ リンバ のあること,聖 人の行列 が数 多 くある

こと,な どが ミへの例 と異 な っている[BuNz肌 1952:195-196,197,198]。

 チナ ウ トラ

 守 護聖人 はNi五 〇de Otocheで,コ フ ラデ ィア ・アークルスの祭 りであ る。祭 り

の日は正式 には9月13日 で あ るが,ト ラウィの場合 と同 じ理由で,つ ま り,気 候不順

の故 に,12月 の1～3日 にお こなわれ る[REINA l966:142]。 コ フラデ ィアの儀式

はこの村で も複雑を極 めて いる。マ リンバの使われる こと,多 くの聖 人像 の行列 のあ

ることも[REINA 1966:145,146,148],チ チ カステナ ンゴと似 ている。 聖人 の行

列 の発達 は強力な コフ ラデ ィア(ミ へや,そ の他 のオアバカ州で はマ ヨル ドミー アに

当る もの)の 発 達 と関連が あると言えよ う。

 この村で は,ラ デ ィノへ の依存が芸能の要素 の中に もみ られ る。花火 は 自村 でつ く
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られず,グ ァテマ ラ市か ら職人が くる。楽隊 は自村 にな く,同 じポコマム ・マヤの他

の村 か らよばれて くる。また,ダ ンスの衣裳 はこれまた 自村 にな く,ト トニカパ ンと

い うラデ ィノの町か ら借 りて こられ る。 このダ ンスは何のダ ンスか記 されていないが,

モ ロのダ ンス は既にな くな って しま った。 トトニ カパ ンにはモ レリーアと呼ばれ るダ

ンスの衣裳をつ くった り,貸 したりす る店があ る[BoDE I961:235]。 競 馬 は同村 に

居住するラデ ィノだ けでたの しまれ,踊 りもイ ンデ ィオとラデ ィノとは別 々に行われ

るとい ったわけで,ラ デ ィノとインデ ィオ とい う複合社会 の現実が芸能 の要素 と機能

にも明白にでて くる[REINA 1966:143,145,147,149]。

 チマルテナ ンゴ

 チチカステナ ンゴやチナウ トラに くらべて小 さな村で,文 化 的に も周辺文化 の諸相

を しめ してい る[WAGLEY 1949:ll]。 コ フラデ ィア も発達 して お らず,守 護 聖人

の祭 りの日に コフラデ ィアの 役 職 の 交 替 が華 々 しく行われ ることもない[WAGLEY

I949:84]。

 芸 能 の要素で はチナ ゥ トラと類似 した点が多い。 ラデ ィノの商人が ウェウェテナ ン

ゴか らくること,フ ルー ト,太 鼓 に加 えてマ リンバ のある こと,他 村か らくる聖人 の

行 列のあること,な どがそれ らの点で ある[WAGEY 1949:107-109]。

 この村 で独特 な要素 と しては,村 の伝統的儀礼にたず さわるチマ ンが祭 りの成功を

いの る儀式 を行 うことで ある[WAGLEY 1949:107]。

 また,こ の村 では トロ ・ダ ンスが盛 んに行 われる。女装 した男の踊 り手がエ ロティ

ックな演技 をま じえてお こな うダ ンスで,衣 裳 は チナ ウ トラの 場合 と同様 に トトニ

カパ ンか ら借 りて くる。 この町へ の旅 は3日 半 かか り,衣 裳 をか りに旅立つ人 々の

旅 の安全をいの って村人は送 り出 し,戻 ると,華 々 しく迎 えの儀式 を行 う[WAGLEY

1949:105-106]。 守 護聖人 の祭 りはサ ンチ ァゴの 日,つ ま り,7月25日 で あるが・トロ

・ダ ンスはその日のず っと前か ら8月9日 までの25日 間 も演 じられてい る[WAGLEY

1949:109]。 こ の トロ ・ダ ンスについて 詳細に説 明す るための資料 をもたないが,

グ ァテマ ラの トトニ カパ ンを中心 とする征服文化の伝播の歴史 がわ かれば解明で きる

だ ろう,と 思 われ る。

 2。 メ キ シコ,チ ァパ ス州 のマヤ地域

 入 手で きたモノグ ラフはアマテナンゴとシナカ ンタ ンに限 られている。他 に,チ ァ

パ ス高地 につ いてはGuiteras-HolmesのChenalh6とPozasのChamulaの モ ノ

グラフが あるが,入 手 していない。Chcnalh6とChamulaに つ いてはBrickerや

Gossenの 著 作が あるが,各 々特定 のテーマについて書 かれた もの なので,こ の研 究

ノー トのための資料 にはな らない。
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 アマ テナ ンゴ

 コ フラデ ィアが発達 しているので,守 護聖人の祭 りだけが大 きな祭 りということは

ない。主要 なコフラデ ィアの祭 りであるSacramento, Santa Lucia, San Pedro, San

Franciscoの 祭 りが大 きな祭 りとなっている。祭 りの芸能の要素 については余 り記述

がないが,コ フラデ ィアの役人 の交替が祭 りの中心的 な催 しにな っていることが明 ら

かであ る[NAsH 1970:210-219]。

 シナカ ンタ ン

 この村の守護聖人はSan Lorenzoで あ る。 この祭 りで も役職 の交替の儀式 が祭 り

の中心的催 し物にな っている。 祭 りには馬術,castillO花 火 な ど守護聖人のi祭りに一

般的 な要素がでて くる。数 々の聖人の行 列のあることもグ ァテマ ラのマヤの例 と同 じ

である。楽器ではハ ープ,ヴ ァイオ リン,ギ ターが出て くるし,太 鼓 のサ イズが大 き

い こともオアバ カ州 と違 う点 といえよ う。 チナウ トラの例 と同 じよ うに,村 内には楽

隊がな く,近 くのラデ ィノの村か ら楽隊 を招 くことも,楽 隊 の発達 したオアバカの村

と異な る点である[VoGT l969:560-563]。

 シナカ ンタ ンの守護聖人 はSan Lorenzoで あ るが,祭 りの中で一番華やかなのは

San Lorenzoで は な く, San Sebastianの 祭 りである事実 を指摘 しておかねばな

らない。 この祭 りの役職 の交替 の儀式 には,英 語名で記す と,Spanish gentlemen,

Spanish ladies, white heads, jaguars, crows, Spanish-moss-wearers , Blackmen,

とい った数 々の道化役がでて くる。彼 らはセク シァル な演技で役職 についている人を

か らかい,そ こに生 じる無秩序 を通 じて,逆 に職務履行 の重要性を役職につ く人 に教

え る[VoGT 1969:538-548]。 これ ら道化役 の演 じる儀礼上のユーモアについて は

Brickerが 詳 細に分析 してお り[BRIcKER 1973】, Blackmenの 中 に見いだされる伝

統 的なマヤの動物をめ ぐるシンボ リズムにつ いてはBlafferが 詳 細な研究 を残 して い

る[BLAFFER I972]。

 3. オ ァバカ州

 高 地 ミへの諸村 と密接 な経済 ・文化関係 のある山地サ ポテカの村ヤ ララと平地サポ

テカの村 ミ トラについて詳細 なモ ノグ ラフがあるので,ミ への事例,ト ラウィとアユ

トラと比較 してみるのに大変役立 った。他 に,ミ ス テカ族の事 例をみいたと思 ったが,

祭 りについての記述 のあるモノグ ラフをえる ことはで きなか った。

 ヤ ララには トラウィに見いだ された芸能 の要素 と機能に著 し く似 かよった ものが見

い だされ る。フルー ト,太鼓,楽 隊calenda, marmota, mono,ダ ンス,踊 りO castillo

花 火,torito花 火,闘 牛,軽 業,道 化0な どで ある。 ここには0ト ラウィのLos Mal

Viejosの 原 形である と思 われ るHuenchesの ダ ンス もある 「DE LA FUEN1'E 1949:

275-282]。 差 異 を強 いて探せば,Malinche, Marcosと い う名の トラウィにないダ
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ンスがヤ ララにある こと ぐらいであ る[DE LA FuENTE 1949:280」 。

 道 路が1966年 に アユ トラまで入る前にはヤララのサポテカ商人 の ミへ地域での経済

活動 は今よ りず っと多か った。また,ト ラウィの人 は中,低 地 の ミへの村 々か らコー

ヒーを運搬 して,ヤ ララに持 ってい った。また,ヤ ララのSan Antonioへ 巡 礼 にい

く トラウィの人 も今 よ り多 かった とい う。 とい った事実を考 える と,文 化的 に優越 し

たヤ ララの祭 りの芸能 が トラウィの ものに大 きな影響 を与えたであろ うことは充分考

え られ る。 ミシス トランやチチカステペ ック村 の人 々はヤ ララの祭 りを見物 にい くの

がす きで ある し,De la Fuenteに よる祭 りの記述 に ミへの 見物人 の姿 が描 かれて

いる ことも,上 の推察を支持す るようにみえ る[DE LA FLTENTE 1949:280]。

 一 方,ミ トラの守護聖人 の祭 りはSan Pablo祭 で,ア ユ しラと同 じ聖人 の祭 りで

あ り,両 者の芸能 の要素 にはおどろ くべ き類似 がみ られる。 ミトラはアユ トラの市場

を支配す る平地サポテカ商人 の町で,平 地オアバカ文化が ミへ山地 に流入する拠点 で

あ り,こ の町の祭 りが ミへ,特 にアユ トラの祭 りに多 くの影響 を与えた,と 想 像で き

る。特 に,町 風 を好む アユ トラに とって,ミ トラのSan Pablo祭 は祭 りのモデ ルを

提供 した,と 考え られ る。それ以外 の推測の入 りこむ予地 のないほど ミトラとアユ ト

ラのSan Pablo祭 は その芸能の要素 と進行 の形 に類似点がみ られ る。 下 に相異 点の

み記入 した い。

 ミ トラの場合,San Pabloの マ ヨル ドミー アがあ るので,祭 りの日にマ ヨル ドー

モの交替 の式 も行われ る。 しか し,こ の式はマヤ地域の コフ ラデ ィアの役職の交替の

儀式 のよ うに複雑 な ものでな く,新 旧マ ヨル ドーモの交替が ローソクの取 りか え,行

列,ミ サで簡単 に行われ るだけである[PARsoNs l936:239-240]。1962年 以 降,ア

ユ トラが ミサだけを負担す るマ ヨル ドーモの形 をとる前には,ミ トラと同 じマ ヨル ド

ーモの形式 を とって いた
,と 考 え られる。 この推測 は私のイ ンフォー マン トの話 と一

致 してい る。

 marmotaに はSan Pabloの 入 信 の絵が描かれてお り, marmota本 来 の宗教的

意味を示 している。 都会の影響が ミへ山地 よ りず っと多いので,既 に,1930年 代 に

Parsonsが 調 査 した時点で,1970年 代 のアユ トラよ り祭 りの要素 に多くの娯楽性がみ

られ る。caballitoと よばれ る馬の乗 り物,メ リー」 ゴー ラウン ド,映 画, cuca�と

よばれ る綱渡 りを して賞 品をとる遊び,pi�taと い うお菓子の入 っている玉 をたた

いて,お 菓子をお とす遊 び(一 般には,ク リスマスの行事で ある),闘 鶏 がそれらで

ある[PARSONS l936:240-241,243,246,249]。

 4.ユ カ タン半島

 Redfieldの チ ャン ・コムの祭 りの記述 はチ ャン ・コムのランチ ョの祭 りで代表 さ

れているが,資 料 は実に僅 かで ある。ユ カタン半島に特有 のハ ラナのダ ンスが他 の地
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域 と異な る要素 として目立つだ けである 「REDFIELD l934:156]。

 5. メキ シコ中央高 原

 Redfieldの テ ポス トランに もLewisの テ ポス トランにも守護聖人 の祭 りについて

の記述 はほとん どない。 しか し,こ の地域 は伝統社会 に早 くか ら征服文化が浸透 した

地域なので,興 味深い資料が あるに ちがいない。Madsenの ナ ワの村 のモ ノグ ラフ,

The四 顧 η'5 C捌476η に も祭 りについて何 の記述 もみ られない。 Bonfilの チ ョル ラの

モ ノグ ラフではどのよ うに扱われているか興味があ ったが,こ のモノグラフの入手 は

本稿には間に合 わなか った。

 6. ミチ ョアカ ン州

 ス ペイ ン以前 にはタラスカ ンの文化 が栄 え,征 服以 降はサ ン ・フランシス コ派 の布

教がいき とどいた ミチ ョアカ ン州 では,守 護聖人の祭 りもさぞ華やかであ ろう,と 予

想 していたが,チ ンツンッァン,キ ロガ,チ ェラン,の3つ のモ ノグ ラフはすべて こ

の予想 を うらぎるものであ った。 しか し,イ フ ァッィオには二元論に もとつ く祭 りの

儀式 の珍 しい例がみ られる。

 チ ンツンツァン

 守 護聖人の祭 りは10月4日 のSan Franciscoの 祭 りであ るが,ミ サ があげ られ る

だけで,一 切の芸能 の要素がみ られない。 名目のみの守護聖人の祭 りであって,実

際にはNuestro Se�r de Rescateが 村 一番 の大 きな祭 りで ある[FosTER l 948:

218]。19世 紀 の末か ら20世 紀 にかけて天然痘 が流行 した時,こ のキ リス トが奇蹟 を

おこな って,流 行 を しず めた とい う由来か ら,信 仰がたかま ってきた。1920年 代 のカ

トリック神父へ の迫害 の時代 に,こ の祭 りはますます商業 的な色合 いを持つ ようにな

って,今 日に至 って いる。祭 りの 日付 が四旬節の近 くなので,四 旬節 さえ もないが し

ろにされ るよ うになった,と の ことである[FosTER l 948:205]。

 キ ロガ

 こ こで も守護聖人San Dicgoの 祭 りは別に大 きな祭 りで はない。 この地 の,反 教

会 的雰 囲気,農 業組合 の発達,比 較的豊か な経済,純 インデ ィオ人口の欠如,近 隣

に有 力な村 のあること,な どが守護聖人の祭 りが衰退 した原因 と考え られる[BRAND

l951:204]。

 チ ェラ ン

 この村 はか ろうじて守護聖人 の祭 りの一般形 を とどめてい る。守護聖人,San Fran・

ciSCOの 祭 りには闘牛,花 火,楽 隊などが姿 をみせ る。 しか し,モ ロのダンス には踊

り手が3人 しか現 れない し (平常 は8人 で踊 る),祭 りは上手に組織 されて いない。

この村のモ ロのダ ンスで興味深いのは,モ ロの踊 り手が乗馬姿で現 れ,ダ ンスを踊 る

時 にはじめてお りて くることであ る[BE肌s 1946:120,121,124]。
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 イ ファツイオ

 守護聖人 はSan Franciscoで,こ の祭 りには2人 の楽隊長がえ らばれる。 一人は

Soldier captainと 呼ばれ,村 の楽隊 をひきいる。他 の一・人 はMoorish captainと よ

ばれ,タ ラスカ ンの山の中か ら楽隊をよんで くる[vAN ZANTzw叉IK l967:160]。

 祭 りの日の10月4日 になる と,教 会の前に2楽 隊が くる。そ こに は,村 の男達 は全

員東側 に,女 達は西側 に陣 ど ってい る。Soldicr captainは ナ ポ レオ ン風 の衣裳 をつ

け,タ ラスカンの土着神,Tata Huriataの 象徴 である黄金の鷲のかざ りをつ けて い

る ことが興味深い。 一方,Moorish captainは モ ロ人 の衣裳をつ け,タ ラスカンの

.月の神,Nata Kutsiの 象徴 である銀色の月をつけた杖を持 ってい る。モロ人 の象徴

の月 とタラスカ ンの土着 の神 のシンボル の一致がみ られて興 味深 い[vAN ZANTzwIJK

l967:160,161]。

 2人 のcaptainに ひ きいられた2つ のグループは各々聖人像 を教会には こび,ダ

ンスをおどり,つ いで,教 会 の正面入 口の前 で模擬戦を行 う。 キ リス ト教徒 とモロ

人 の 抗 争 が 象 徴 化されているわ けである。 その後,各cap tainはcastillo花 火 を

各 々の陣営 と定ま った場所で打 ち上げ,こ こで も勢力を競 うよ うにな ってい る[VAN

ZANTzwUK l967:161]。

 7. メキ シコ北部

 コー ラ,ウ ィチ ョル,タ ラウマラ,ヤ キ,の 例 を検討 したか ったが,入 手 しえた モ

ノグフフはヤキの ものだ けで あった。

 ポ タム

 ヤ 主の村0ポ タムの守護聖人 はSt. Josephで あ るが,今 は祭 られていない 。以前 に

は教会 のパ トロンであるHoly Trinityの 祭 りと同 じ位大 きな祭 りであった ・[SPIcER

l954:128]。

 さて,今 で も大 きな祭 りであるHoly Trinity祭 は二元論的構成を とり,キ リス ト

教 の勝利を象徴 した祭 りである。赤組(モ ロ人 を象徴す る組で,村 を流れ る川の上流

に住 む人 々によ って構成 されて いる)と 青組(キ リス ト教徒 を象徴す る組で,川 の下

流に住 む人 々によって構成 される)の2組 で演 じられ る花火競争,太 鼓争奪戦,模 擬

戦,赤 組 のモ ロ城の落城,教 会への押 しこみ,洗 礼,と い った矢 つぎ早 の儀礼が展開

される[SPIcER 1954:142-1461。

 このよ うな二元論の色彩 の濃 い,キ リス ト教 の勝利を象徴する儀礼 はヤキに限 らず

コー ラで も,そ の他の北部 メキシコのイ ンデ ィオ社会 に共通な要素で ある。守護聖人

の祭 りの記録に出会 っていないので確定的な ことは言えないが,北 部 メキシコの イン

デ ィオの場合,ど の祭 りにで も二元論的象徴主義が特徴で はないか,と 私 は推測 して

いる。
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お わ り に

 以 上 は覚書であ って,文 献がふえた り,入 手 できる文献が出て くると,そ のつど書

き足 され る性質の ものである。

 ダ ンス,踊 り,音 楽について筆者 に知識がないので,リ ズ ムや動作 につ いてまでは

言及で きなか った。

 マ ヤ,オ アバカ,メ キ シコ北部の タイプが0番 は っき りした タイプと して浮び上 っ

た。 ここで くりかえさないが,各 々の地域,な い し文化領域 によ って守護聖人の祭 り

の芸能のあ りかたに差 のあることがわか った。

 芸 能 の地域差をつ くる要 因を考 えるに,征 服前 の土着文化の芸能 の性質(特 に,マ

ヤ,メ キシコ北部の場合)0宣 教師の持 ちこんだ芸能 の種類 他民族 との接触 関係(マ

ヤ地域の ラデ ィノ とイ ンデ ィオ関係,オ アバ カの例 にみ る ミへ とサポテカの関係,な

ど),文 化変容 の度合 い,な どの要 因が あげ られ よう。 ,

 芸 能 の地域差は祭 りの経済,祭 りの組織 の仕方,結 局 は,宗 教 ・行政組織の差 と表

裏一体をなす ものであ り,こ のテーマについては次稿 にて扱 いたい。
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